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爆薬猛度の実験的研究

第xv 報 高圧下町固体の量目的状態ならびに爆轟謹の構誼解析法

(Ull 利辺匁"月 6 姐 "現〉

桜 引武 料I

(8 4:柏崎怜式会社>t il エ場〉

輯冒

陪体内の舘敏彦現象，すなわち，滋の伝信迎皮と物

質速度，それらから演揮された波形等の医 III~) 変化が

回らかにたれば，これらを益礎として解符を行い街々

の知見を求めることができる.

!flIIこ a 間体の動的状態を諸経まで決定することが

でを e それが将棋によっては如聞こ変仕す匂かをしら

べ，従来の鯵剖な<lli1E実融t< らべて高E下の豹性研

究に役立てることがある.第"こ，埠菊によって投射

された蝿累附近の笥調書渡から，央政聞にあまり知られ

ていない，爆薬の爆磁震の檎4訟を明らカにできる可能

性がある"m:)!，:..強力t":IJ!~i!i!之理怨釣にもる t性

置の霊長摘を与えるの-<.敏治亀裂の緩念を椅足ずる良

い爽数例となり得る.

元三官陵では，今までの興後!tlによって，高度下の際体

の島野J状照と，鰻溢E去の/II;:'併鮮の手段につt 、てのべ

る

I. ;l; EE 下の国体の動的状態

1ｷ1 繁盛櫛援を用いて求めた状怨圏

いiF ，物置を等温朗に E朝したときの内部 zネルギ

の底力による変化を考えると，低血 iでは1\-<ある

が，高屋になって原子が充分袋近 L 乞〈ると!斥力が

きいて来てiEとなる.この茸り闘は P. W.B 制開制父

の破事尊から it穿すると p 銅;ま 20 ，7∞. jfrl ま. lC.9 曲気

圧となる九従って，これ札出産してしけば，斥ブ 1

にうち跨って圧縮なければならな l ゆ・ら，ー鮫 iニ底力

の滑大とと叫こ次第にJH'1 L鍵〈なると想徹される.

'"えて，現象か愈が Jなればーそう圧髄 s四II'こなるこ

とは容易に忽像される .ζ のような，圧力の治大仏と

もなう庄鋪後の変仏"直接測定には"常な 61 燃が子組

される.このとき，爆燃を使用して行う間体内 w・ilJi

の実験はきわめて役に立つ.

C罰'il l支の式は b 務の前後の質量，巡動震エネルギー

等の伺 ~nnn ら引き附された RA :O;I; l l<P.-!-l UOOXIOT の

尖がある.
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ζ こに ， Jｷo. l' は!JJI!世柄げ衰の圧力 ， V.. γ は間じ

〈比容.官，物置速度. o. 信書信滋伝熔迎皮 ， I·:- .f:~

III 織による内部エネルギーの変化である.慨し，これ

らの式::(Ij窓条件下の弱体の秋田，すなわち. He 即

刻肝白線泌をまってはじめて爽痕巳危る.この点に

隠する噌ー η手がか引 1 ， P.W.B引田副 S の資事等が

あるのみであるが，これを働新 Jな条件でll!)jJして良い

か否かは不明である . r.~ し，もしもある材甥!二ついて

高庄の源開を、つ健軍吉支の e と'とのー速の S混合せカ与

わ治れ l!. 的。 (7) 式を J'lt て "-1" 鋼B院を野l!'で

きる容である.

~~'l ニ .111哩君主の民唱にさいして応策里親虫館か

ら依蟻v: n票日不透l!!I加二変化するので B 必硬な勧賞速

度i':'~ 安阻返〈の伎でD.< .t t:ニ.!JJ'il滋商では IO··sec

以内で'"必 iこ県カ写的牢衡が返せられ. n町酎制対が

静剖な鍵草食で銀務したような.恕庇によって起る多様

の伝をあ孟"・'"以円では治せられないと考えて良

いであるう.

そこで，物寝速度 vは筑沼報 η 議 I (金協).第~

報.n ~'.2 (非今襲、の I' をmぃ，伝揚速度 eは第 X穂町

-I降、....'の裂による.滋 a芝陣織から得た鉱によって

コI ll'した "_(I- ，_I'W.) 川聞の陶係は問 1_3 と

なった.弐 (1) ， (2) において 1 九は)'，こ〈らベ非

常tニd、さい泊ら銀銭できる.ー般に .H 印刷lO T I!!i

線。ま目立後/'_1'"，を目盛ったものをさすが，ここで止
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図 2 剥吉の 4I' ，!'..-I' ill.

B川田制符の酷"!との柑比を見庖す〈するため .tt 官

の茸 tt' ま園のように示した.

飲と釧は B附田川試の突如柏胤を滑らか l訂正長し

たもののやや下方巳位している. 7深 IO'k l(/ cm ・まで

は自噛し易い閣にいえば，白川閉山おの央政と同じよ

うに. m. 鋼..発とたるが，動之句It山 g'-em' で鉄

と順位を甜こするようになる.縫って，鉄や鋼では少

〈も lOx 10 ・kgcm' まで i之監酎助隊と鯵脅t;Jl!I lit の

..t. 少いので. B則同砧おの決裂をもとにし t~ 丘似剖

奴りあっか~ .t;~可官であるが lfl で， z 酢与れない. t

"t:., i(h之韓度によって盤を示し，低鈍皮のものはよょ

位して.問 ox に・kg em' から急に土，ニ回と t;: る産自

li:O・ある.これはIl U報でも0べたようよ.麗盤多国 E

をIi:す府界環急である.ニ ο住民"震~J;') ものは

シ叫乃 x 100kg，cm" にあり .it 舗では"だ現われて

t 、 t;\ '.

皆吉 ~I 掲分子校 4ついてま聞 2. J 己決すごとくで
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図 3 荷分I 均の..::IF T'，_P 曲線

ある内砂絹と，~タヲート~ルタルよかなり良〈似た

形と位慢を示しているが，大理石ばニれらと勾ff~約で

ある.すなわち，大品開~JIil二者よりも勧簡に0:<'

また銀協ザ叫河発生はー膚腕膝である.続々はで~燭

舷における爆禁の齢的効径として，処滋近傍の高IF.

高逮下の舷Jil妙l!をあてるのが盃当であると考λ る

がg 皆石の置晃院によって高E下の針停泊11\.6唖2 のよ

うに大き〈異るニとほ特1二重要な章農をもってt ると

思われる，

草分乎骨でj:~('?(シとゴム，:. ~--4際 IO'kRem'

きでは大鐘ないが."ム ι :1E:カの治大にともなって，

むしる. H朝司 ItM ま下すると， .う妻。な鈴畏を示しご

いる.

ニの理由白:. I[・~I(l::>:;:丘二 ZじてJ'1'体の状思ま:

jl る健畳治ゴムでは S亀倉，こヌ‘だめてある.11:・ 2安の

ま室面では不連捜鈴 1二勧宜 E夏"三 4 毛管怠が包 η. j

た，国 1-3 でま高圧白こなる白三ど. ..大となってもる
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不明隠となってくることば邑窓を要する.

1 ・2 従来四阪体の高陀状態式

震度下の悩体の開翠品二 i之現窪多ての園事こエるもの

~.'$.Q') 1 P.w.BalDG3fAlC ~2) F.D.\t~ 則刷

。) I' A刊号 EU Sl! -jA ，X£l!I ~~、 R_F I;町田これら 4むず

れも静的な筏停のものであるが なかでもIlK"肝望日

のまた;:Itも確実な喫賞聞製箆のあるものとして.住の

訴琵宮署 ιまその鎚楽をニの玉突と合うか否かで擁ゐてい

る.

1・'.-1'

τ一=.J P-R P' ..................(4)

そして， PACE 申三億壇家畠を仔って，銭。二つ t 、ては

この式法 B則田)l AS の式左かなり良〈合うことを忍

めた.然し，般については疑問がもたれる.それ i し

このような衝象実験では，初物によってはこのような

脚蝉舗誌のみで法補。切れなも唖象に週置すること{主

剖蜘であって，飲で合つ刊こから，Illでも合う舎であ

ると'づ狼籍はきわめて潟弱である.縫って， ζのよ

う ι巴町悼行うときは圧韓"時間適包に買さを a品、

て符うことヵ:今後軍をも必要な ζとである.

ξするニともあながち不合理でごた t と考えた. PM· 震

等も ζの誌れを〈 λ ， ?\'知-のj!j"の~，ドルギーの

宅買を rで銀分して.n;カ Pと比容 Yとの関係 ψ'iII'・た

fJ:， その鈷果.-:):.のようであった，

組前的巳待った、ののうちで爽詠 ~l のは PACE 等

の式 η である.かつて， SU Tf:Il')は金属結合の島合，

電子を尖有することによって鈷ばれるという点で噂極

措合と余〈探るらのではないと t寸考えから，等短絡

合を符うー原子分子の原子問点テン γ 守ルにIll l 、られ

る， Mt ，1U!盆の "'II を利用して結晶エネルギー E を

F..=J, [e-"凹-R.'_2e- S{lli-R，・'1

hn{田P.(β巧ぞF)

-l)I( 去)' ........................(5)

2衝窓量面の温度の評田町

日~{:字判官軍i'1;:l温毘主.比容はきわめて小さ <'7写

易ぶ二課長拝者'A';街。こ注する土，.:..気俸のような復守番な

解明I!現象も考えられないので，民:fti!引鹿単にとりあっ

か毛.とができる.

E安置で ii. ， 'tず~r!)舵か字詑等式が噌えられるs

'~;

‘

‘P

。マ

岡4 ゴムの 41' 1'.-1'd摘が

下むきとなる珊歯瞬甥罰

ので. lE卸値 .1 安保援に闘する限り，幽餓の各点のIn

前位相主商産自主ど強〈たって I. る.このとき 掴"ζ

示すように物皇道受九九町に錯して 1・ー γ 関

係が TIl' Ill'11 1 と変化するものとす 3・ !.現~:

Eカ 2・から 1'\ までたどるん->I三 3司，.・ 1 とな

..問。ようにニの傾斜が負であれば，高座 3どγlt

小.すたわら， .41"I'.I:' 大となる.ニのとき， f'!1_

3 の飽鎗よ上むきである.鎗l，..， ..;戸句の ;:ttζ 匂し

て 1~_I' ~書館の王宮か大き<. Til' II) のようになれ

広，遂。こは"一-2'.・ 1 の傾斜 i之負'Jを伝じて， 高座

;主ど Vは大すなわち，箆務伎に :HI 唱鼠を示すよ

うになって閃 3 のゴムの倒のように下むきとなる鮫授

が疲れる.従って，鑑・速度の大'I'こよる /'-1' 歯

織の盤が少なければこのような現級は現れず，織合に

よっては，伊のある箆罰について近似蛇 6こ一つの p­

V 関係を仮定することも可宙であるが.ゴムは ζのIII

治神 i三大きい興味ある紛腎ということが Cきる.

次に1'-.fJ' /V. 幽f，QtI:.:o，にヒむきに上昇 r ること

/1 ，もはや .U 面のめ貫道賓が官軍脅暗室腐をもたなく

なって .K 強句位置から解怨されたニ&を傘窓較する .E さ

って.この医健涜翠_，ニ入れば，ここに舗じたよう

な01 史的取り短いは翠燃妥当ではな〈なり.現段 i-:

録的な鎌茸で忍即されなければならない.

幽体主援策カの束縛から迫れて涜酷するから，偏西

方向への!lI!!l蕊 E砂余地もヲモ分あ 9 この健聴条件

でほ，箆陸総理 Eを起した居合同度の実 iff 有で涜蛮庁る

というIlllJl!の知見もうなづくことがで舎る ζのよ

う危指合 f之 ]'-dl' {1'・ illl 健じおいても，比容 rのE

it のみを泊じて現象を理解する ζ と自身，その窓震が
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(aP¥Td,=C,·dT+1 ~:.. lrｷ1ｷｷdV.........(6)
¥'01.'J

また. .ali!!のエネルギー弐 (8) とP.>1:向晴 1 詮Rib・

ら

J:'[叫:]UUG= 士山九肌-l'l)

+j;[N11山

を得る.ζの式を 53 で微分した鮪JI!> .式 (6) を

鑑合わせると次三党hi得られる.

fl 「2[7Vd
(I I", J..

d'Z', .(ap 、
ell一一二'ー +1 ~:.. }p··2',

dF, '¥aTr~ I

この解。三次の式(7)とたり. H C;OOSIOT 幽偲必定ま

り. ....Cr\ 之ここに泊ずる圧力.温度ではー定 ζ考え

れば夜道の極度 n~ja で~る.

T , (IT，)='l'.ebげ'，-I-ρ

("Iff( 1)~J" ....1+,-·",1 "I ーゥァ dT'"ItrlIG'''(7)
.Jr.l ....'" I
'・- -

たとし . b=a β C，

1dP
Ieη =2'd下{九 -V〉+15 P

π 怠Jl1担率 n 箆輯部

!/oj比二よって . I九 γ の関係やβ。三既知であり，こ

れと. :&I，の Cr， ftc. I'. のiii を用いて計算し t~ 古

来制民度と圧力の関係血に庁、すと国 5-7 となった.

crt' ω'C)

.，1lIにつ t ては芝たが援も 2まく，鯛がそれに次〈が，

褒 1 各'"震の 2寄宿"

一均

"
名 。伊-cal s'C ll'OC 1、 '08

鉛 。日こ 13.6>( 1;;-¥ G おa.. O.C9:: :;.'3xI'r' 0.1¥2.. C.IT." ::.:ixle-', ε ，=ア

'"...,. II- ~ 乙" ~.2x w-, ε"

大 ヨ 右 C.1C 1.1x\0-‘ C.:i7

量 省 ':.1:7 ::.10)(1C-1 0.<41

ゴ ム ...:::; 2.3 ,. \0-' C.':3

'‘'ヲ 4γ 0.50 ~.2x 10-' 1.11

"γ." ル樹脂 C.3a 9.οx 10 ・ 0.63

白

-

.

.

!
?
?

• 華社a
P川'附，. 町山"山h川. 一

図 5 金鵬の放置温を-IE力地飽

トずれも 10方気ff:....も IOC·C 以下である.それに付

してillι之&吋百気IEまでは '00・c ，L.·~l・であるが 1

E勾6 万気.lli-c- I.CCO·C!:...l上1ニなる.このれは，先。ニ

箔鳩L た/'-.1 1' j'. 幽線の変a書館に紹Aしており，

ここて~i館に硲点以.1:1ニ高温になること tむ濃化して

窓陸法f;)を起すと\ .う今章での知見を.11;すている.
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016 岩6の放置温 "'-IE ヵ....
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i補擁..Iltの~験的罰究 田

この御'佐渡と塑性夜勤扱0泥沼界点は. l'_411'，V，.又

は P_l 飽紛の形のみでなく，このように波図説皮

の急上併を起す411二も前回して定める;応が-Ill合照的

である.

治右では，聞6 のよ)I:'，ヨ Y タリートと砂携はほ

ぼ似かよった位置hこがる.これらは 2.:'\ 万俊足以下で

は，現段t話器鍾撃渡による温度上Jf..f,d i',t fJ・. ，方

気圧以上になれば盤怪ち姐肋限捜に入るものと思bれ

る.大E百はこれらと対罰的で 2 万気犀で急織に

日間・C にも速して t·O.

高分守駒では困 7のように.メタアタ 'J.....tit際出底

力とともに徐々に温度が止昇する，鉄可P砂担等に見ら

れるタイプであるが，ゴムは 2 万気圧で 1.9.50·C に途

し， ζ の温J'l-圧力幽総の頂点。 0，'は.先のp._4I'/

".幽8療の 0，の罷力にー数する.先に，この 0，­

部分治判?こ下むきになった現醐まmに限切したが，こ

の領域はJE鋭衝撃2重である網それに均して，幽織がl'l

び上むきになる点叫において急激な温度上外が鍾る

ことは，ここ℃駁擦な観性税調充生tl1.l~あることを示

している.

この健也波観閣が発生し九月の諸量産1ま， OI4I'/V.ｭ

l'幽織の変鈎点に当り，また ， P_v d書館ではー時，

忽に切り立つのでんが大巳なり，式 (7) において，第

2!買では t-b l' l:.t!'Y J::Iニよって相没されるので変化

は少、ゆ‘'第 l 項がきわめて大となるため. :ltiIlな上

昇となるのである.然し.1lI!鰻場価勧銀捜に入ったとき

の計算俸は網野でも街衡したように，側面百傍股が自闘

であるほど餓密でなくなるので，それを場限すれば M

'fI'僻より 9まくなる筈である.

ゴムにおいては，ニのようにして湿箆が上昇した後

忽滋 iこー且低下して，樗(}上昇する過密をとってい

る.ニの様相はパラ 7!"/ にもおらわれている.この

刷ふ飽性教動保成二入った伎の ill 度骨 11l'の滋礎も

このよう民衝撃波式にお〈ことか妥当でないために起

った給処か，あるいは，Ill控波劃滋よりも高次の現段

として，将ぴ衝撃訟が発生したかどちらかである.今

の所，どちらが亙しいかを蛤白析する飢慣はなもが，も

しも後者であるとすれば， I臨拙描よりもさらに強

力な邸犠条件下で，将び艇隷援が起った、のと"Jえら

れる.

以上のように.!3r古な仮調院による笛体内の車線使鯵

滋菌の歯止震は. 10 万気圧でも 200 ・C 以下で.然体 tニ

くらべ，けたちがも・に低い.その銀大の覆闘は捌体は

気体よりも比容がけたちがいに小さ t ためである.こ

れまでの考察には経伝湯は入って L イ討、が，ニれを考

•
/

••
-
-
v

・

s

・
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i ，曾­

~.-:;'...穐、
"'_.- -f

ー/くーぷ2trｭp'0'~-'I<... ー

閣 7 I草分子..の波面温度ー匡カ曲線

え位入れれば，ーそう依くなる密であり』比 II'" 篠島

版事のJllI!1，庄力による創出老込てもこれより商く

危るという可能性はな， '.

然し . 1'_dl'IV. 歯級 a・aに変北して. e.~滋銅緩

から担能波動苔係按.ニ入ると急滋な温度上俸が起り，

2.α lO・ C 怨度の邑皮はまれでない.この a極度では岩石

も総得するであろう.ただ，この槍合の tt ll'艇は，Jl1j

lζ ものペ士通り z 側面への滋置が ~f されるが件由主意

豊島之相調路となるものでるつもそれを老慮すればよ

り低くなる答であるが，ここで急車に高温となるーと

は当然であるう。

控目ずべきことは，間体も空気を含めば1JI1!!ll荷の

制度は前温となる可間生であって，この I.'.{ は岡本場当館

内の奴丸町存在と爆見性に聞して興味あるlIJ1iJlを担示

している.

3. DUFF による蝿鹿誼の構占の解析去の時味

餓減返〈の償曾渡には，鰻紫による留震の鈴集とし

て，健磁波の構.:1l..~の持拡が膨脅してくる.従って，

E由句には送、 L それを潤周して怒誕渡の終盤をしら

べることができる笹である.この刀法は R. W
Go剛附加の諸懇にもとづき. R.E 血'"智・，に

よって発展したものである tJ ;，ここにその大裂を紹介

し.鰭句債の聞折昂果を時 1\ て検斗してお<.

3ｷ, 様磁波の滑必にj屯する従議の俊明

17
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爆犠肉を盗作する鍾磁否定は，鰻須の仕'l'1l:応で支え

られた鳩察内の聞隼滋という ζ>ができる.この概遣

は N瞬開"'Nit 等の腿闘で次めようなものとmじられて

トる. (1942)

8:.~支の震前面には 10 一'emW 賓の超 I '!O食事腎があ

。，ここで急に超高匡となる.これは今までのべてき

たような後停の質調 .a 面である.忽型はここでIe-*

L.liJl>し鎗めて，ニのE応1ユー伎に 0.1- 1'<: mm の

舗をもっ正広織の鈴京高で際平衡記追する.縫って，

この薗では『安定な樺逮は.先の RAlI'玄関£.}t:田則前

式. (1)-(3) 【ただし.~ネルギー玉突 :3) j二AZ反応書患

の項が入る〉に合 3逮度のうち鰻小のものである.J と

いう CIlArll ，u'·jOllOUIM'の祭件か機足され，現在の租

III計算はニの条件を使って.この商で符われる.従つ

ι 二の衡を 0-.1 而という.11:厳守管の医カが O~.T

圧力に前つ〈までの過組は有明iであるがニの傷造i主回

8 のようにfよるであろう.

n
a ••
。 トー.-...
関 8 蛾磁波の構遺

。ト，-

liII.HI

図 9 国体内への

応力穫の.....史明思

3·2 爆雌留の随体へのぽ!II!妻役尉

緑醤E書面の尽力は急に滋じて 0-.1 .E£;力となるの

で，このような援が包身体ι授針されると鰻唖近〈の亙

プ';-m混血iii;玄関9 のように. li1J6111ゅの屋カの急lit

な低下記応ずる大錦闘の被蹄得分と，よりゆるやかな

後第圏分とのg時点が昆られるであるう.そζで，ニの

街点の圧力 P. と .0-.1 If:力山を.爆実の民:竃，..

録~D. ・金慌の比司 i "・続点のlIi .a 遺度 D， で議

bせば 0-.1 圧力を求めるニとができる.また，同

緑a二して.Il:応裕の長さ a も望められる.

J>..(ρ.D ムA 打、
.=--ー 一一一一~ー =P.I ...(8 >

2ρ，D，

=b 色色主-t el-DrU!二主主 (9)
Dl(1l.+CI-!ｷD1)

..町は 0-.' iii/)、金属面に途したとき ιこ投制した~

m内借簿遣の諸島 l;.IJ ， と桧湯田度はφ民繍婦の惨

E温度である.ζれらの監留を求めるため山ふ"..

Z履から~近 III 憾の踊体の傘動をしらベがす it;! 足ら

ず，書官泥沼 Imm 以下にお t ・て'"千 m. のおi!l'慢

を酒量る必要にせまられる.このため ζ::.. ~わぬて高

性~~玲町'閣が寄るそのため今のとこる究分な知 ..

は符ら乱ないが.従持の実氏錨果を実 ~4) .こ tさってr:

判Lてお<.

後諸の枯突から，鉄 ζ飼の圧力減衰註 S患を廼〈 ε閏

10 のようになる.一方爆ヨ自の留元 ("ι C. ，昭 9 ce."I
Z官引田 m. 】，虫色ぴ i二@腐の比Ill"・ "'II 内仮調l!安;jj

皮は各毘般民勺いて既知であるから，箆プ 7幽極上に lloi

定した折点の'"位置に応じた，実(，)の F が求めら

れ，これに各 Jヤのt<r恨の金環内圧力をか冷た舗は (~IO

の点線となる.また， ζの銀東の O~I 圧力 I'~ 11 別

に回， αXl kg. cm l .!:oil 認されているのて;:， UI ， J包を ii>

寸"''''Iiと点餓の変る tまをしらべると .2 業主 'mm

銅よ 10mm I二ある. "'，こ，弐 (5) の t. 匂等。三木

闘でI>るが，ゐは個の位。ぎ '0 分の 2 程度ニヨ母えられる

から I T.'- γ( .:1 -0. 切"，，，，)の匡応婚の憂き三 ・­

Imm 純度と色。'この権宏笛は従弟の lit. 的なもの

であると忠われる・ .~L. 鑓唖 E安のピ-， IE 九二 .5

状の爆渇で I:' 従来の考えす伝わち . C-J底力の

倍よ 9 も高いようである. Du" は ， Com./l-'C.:.的

2 倍となるニとを;;、している.

このよう L 鰻‘滋 a・岨体に復刻さわるとき。雌轟

滋の~ネルギーの L 、< I!< かが国体弘入'十するかユ.

8語体のイ γ ピーダ Y~ 【-h· l) Iこ右左されるので，
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当然.圏体の鐙療によってゐは異る符であり，鉄;三鏑

よ 9 も h° J) I三 10% 大があり，鋼よヲ入射し，こ〈い

ため，鰻海狸俸の滋葱性も強(，見かけ上ゐ D'.Jl' であ

るζ とは考えられ血でもない.縫って，このような取

り援いには.今後，考守己主入射の考慮をも含めて行う

品夜がある.

次に嘗，.すべきことは，伝揺，~ともなう応カ浅の形

式の聞とである.函障は限界札上の強力な舘恥こさら

されると， 1£:緩衝.畿でなし高次盟陸海勘裂が発生

ずることは先に指摘した通りである.惚海近備の高次

1Il位悦溜躍が急に鑑憲政側抽こ入ると，物質 2重度は急

激に侭下し，この変化は燦磁波の特性よりも，むしろ，

固体の物性にもとづ〈ものである.従って物 ro 重度，

叉は圧力向距雌胸 t寝の折点んは E線価穣滋側岐におい

てのみ正しい怠 a告をもつことに似怒しなければならな

い.従って，二のような突敏 lこは高次盟除悦温施主の発

生し厚い鉄か最も好ましレ紺別である.

1Il 3 に，たとえ応力滋の鯵晶ニ変化な ('JE 忽軍軍

渡であるとしても. !l'J&僚が侵(，ゐ1l:;t.:買的 ιこ大き

も唱合は. I室b." t( lこ遣するまでか危勿の滋費概県が

あるので. be の存在は明憶を欠き .JE 直1こ鰻海穫の

‘符盤を E映しない ζとも考えられる.国 10; こおいても

さ汚点がキ穆聾である理由がここ.ニある k息われる.従

って，お状の爆薬，叉は混合爆要磨の釦(，!l'応初旬長

いものについてはこの方践は納密 lこは mいられ危， '.

録後 t二，従当時えられて来た珂泊的見泊に立つ反応

酬明般的に僻 1機な織帽をm-，かは岡刷、ではなし、

ので，弐 (8)( 円を以て燦磁波の将位を鮪面 l( するの

は危険である.Illじて来た 0-.1 点は必ずしも悶確に

区切られたものではなしさらに，考JJi~僚の見府知何

によって幾多の物理的窓農を与え得る性質とするのが

妥当と .M われる.この !y... Our I'婦の刀法は更に多く

唱吟 3択を必凄とするであるう.

4 輯暗

闇体内衝撃 E室は高匡下の国体の奮闘性宜を知る

上に置要なものであり，従来の実検餌と RA l(町間

H，oo 刻凹弐を周いて高医下の鑑硲 91. 状且を III 隠する

ことができた.

その錨梁，祭主観主 P. W.8_100 幽買の実録鑑に

ほ疋ー致するが，鉛 i主務剖苛伎とかなりかけ;主なれて

いるニとがわかっ fニ.す危わ私鉄は 10万気箆の富撃

圧力下でも尚，むしろ努絵師な広カ Eの影式である

が， Ih玄放万気圧で容易.ニl[I!!安積捜 ζλ る. .た，

ニれは純度がこよっても異る状噂圃セ Z、している.特に

19

興味ある位買を示したのはゴムで，その状飯掴の変化

から，ゴムは軍調書滋が曾易 i二更生し易<.1t銀速度 aこ

よって E闘状忽が tわめて大き〈変化する絡異な絶慢

であることがわかる.この佳貿"パラフ 4γ にも見ら

抗る.岩石は償額によってかなりの鐙を示し，世情と

ヨンタリートは良〈似ているが，大君臨はこれらと勾

照的』唱闘に緩いことをま表しむ

また. Iむ，大湿田，ゴム，バヲフ， y等は開らかに

高次塑性滋冨植の.~~卸唱霞図に留めらl>.滋前 ill 股

の計算結梁もここで忽滋に高温となる結集を mた.ー

般に，現象か正銀館事務である nIH ま温度は依し '0 万

気度でも 2∞・ c 以下である.盤位指位勧傾 01 こ入って

釦こ 1.00 0- 2訓lO 'C に上昇するという納船主。間前

への膨眼中様車防を場隠すれば低〈なる管であるが，勉

{金波軍戯曲点で温度が急上昇するニとは当餓と狐われ

る.然 L. これらの温度は気体の衝銀管面の書注目置に〈

らべればけたちが 1 に低いが a その恐大の理由は.凶

体の民ア ;!;h ・然体に比してきわあて小さ t ・ことにある.

尚，銀理近傍のs:.院 E去の佐賀には煙濁!l'の自陣泣上の終

盤が介入するので，それを利用して銀器..<のs:筆活

実演から煙 JU 安の特佳をしらへることができる軍事であ

る.この n怠に飼して行ち".た従乗の湿 a・を爽草食飯を

用いて吟味し'"を果，訓話量的・こ注倉すべき t!.1J 明ら

かになった.

以上を通じて，征望書滋の佐賀.之本被のt<態鴎からも

明らかなように，固体を富田 aこ穫し亙縮性に芝し〈

させる現 a院の究拭であることがわかるが，この怠穫は

復撃渡による磁繍混 lilt 深い騎辺健治連ずるものであ

る.

終始変らぬ混併の下に鮒'11 1際議される村関勉怖土，

並びに東京大学工学部山本i{ i徳.J< 図強!荷数授，同 m

学協平闘機三教授に感謝する，

文献

I)P.W.BRI 閃刑罰 Ph~siωor Highpr四回開

p.17-4(Bell)(1949).

2) 畿弁式尚火笛芯 18 ， <;3(I 何>0)

3) ,. ,. 18.311 <l Q57)

..;)" .. 17, ~ (!O;~)

5)" ,. 18.::.9(1 笥η

時 G. E.DCUllandB.j.Z剛u、:l: IU: Ind.Eng

Chern.47.!.122 【 2民的

7)D.C.PACK, W.M.E'ｷ...:;!'-andH, J.J'" 刻閉

Proc.Phys.S岡田. 1(1同)

的}. C.Su T田 Introduction toChemicalPhyｷ



102 エ習良久諸民凶会箆割 1 19 場第 2 限

，I偲 p. ~::;1 (1 間的

9)1.1¥1.¥VAIJlIl amiR.H.CIlIt15TIAS: Ph}'s

Rev.97, 1,544 (1955)

10)R.E.DUI'andH. Hou 情。ぉ]. Cham 目

Phys.23 , 1,268 (I何日5】

lI)iE 凶強火凶 ai 13, 35 (1952)

On8ria8nceofExplosi¥'CSXV

Stateof 帥lids underhighpr 回sure impact

byTakehisaSakurai

Byapplyingthevaluesofthepropa

gationandparticle velociti 目。 f shock

way 曲. whichwerereport 回 in thep同YI

山s paper, tothewell-knownshockrela

tions.the ∞mpre 出ibiliti 田 of iron 田pper

andleadwerecalculated 釦ld shownin

figure I , Comprcssibilitiesofironand

copperwell ∞illcides withthosestaticalｭ

IyobtainedbyP.¥W.Bridgman.while

thecompressibilityofleaddiffe 悶 greatly

fromthatobtainedstatically, andmore

oY 町 the purityofI~d hasagr回t in

flucnceontheshockbehavior

Thisfactshowsthatinleadashock

waveiseasilyform 剖 under theim 凹ct

ofTNTdetonation.whileinironor 田p

perthestr 阻s wa¥'einducedbyTNTdeｭ

tOllationis}'ctinanelasticregion

Thedynamicpropertyofrubberisof

special interest;figure3showsthatin

rubberashockwave 向田 sUy produced

..>d thedynamic property is greatly

20

changeableac 田rding tothevelocityof

impact. Asimilarbehaviorisal 回日間

m para節目. 国nd stone and∞llcrcte

mortar.whilemarble, onthe ∞ntrary. is

hardfordynamicimpact.asshownin

fig.2and::l

Thentheauthorclearlyfoundthefact

thatahigh-orderplasticflow0田urs in

lead , marble.rubberorpara 侃ne ifthe

impactpressureexceedsacertainlimit

Hereitisnoticedthatsuchahigh-order

plasticflowaccompaniesaremarkable

risein temperature, comparedwiththe

factthatashockwaveaccompaniesa

littletemperatureri 且

Fig.10or11showstheshockpressure

iniron or 回pper asafunctionofthe

distancetraversed. Therebytheauthor

∞uld notfindany knick 凹int ， theexｷ

istenceofwhichwasrecentlyreportedby

DuffandHouston

(Nih 加 Yushi Co. , Ltd)


